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Catachresis in Modern Day Rekijyo Culture
This paper is intended as a sympathetic critique of the cultural activities of 
Rekijyo–Japanese history buffs. A rekijyo is regarded as a female enthusiast who 
has an obsessive interest in historical figures. Some rekijyos are males, in which 
case they are often called rekidan. Rekijyos throw themselves into touring historical 
sites like palaces, temples, graves, and castles, as if they are on a pilgrimage. Some-
times they wear costumes there to portray a certain historical character or role.
A rekijyo is also a self-educated amateur historian who attaches great im-
portance to fieldwork. Their pilgrim-like activity is somewhat related to a romantic 
reaction to their academic or educational history. It is a way for them to resist the 
formal, dry and unemotional discourse on history that they experienced when they 
were younger. They prefer to empathize with their favorite historical characters than 
to analyze them. However, just like other Japanese youth, rekijyo culture is exces-
sively postmodernized. Rekijyo also engage in an endless deformation and imita-
tion of persons from history. Even though their view of history is based on empathy, 
their behavior is rooted in modern consumerism. Rekijyo culture is merely otaku 
consumption, but it is also a form of passive resistance against those who set them-


































































































































































写真 1　宮本武蔵（「戦国 BASARA2」）に扮した Q さん
　   撮影地は丸亀城。小道具も自作している。







では好きです。でまあ、最終的には、はいそうです、といって（Q さん 2012 年 10 月）。
本当の歴女の方に申し訳ないぐらい知識がないんですけど。なんか、もう、本当に、なんだ
ろう。「戦国鍋 TV」（4）とかゲームとか、アニメとかじゃなくて、本当に、歴史、史実が好





















































るみたいな。クヤシイ。面白いみたいな（Q さん 2012 年 10 月）。






























































Q さんは中学 2 年のころから学校に行かなくなり、少女時代は、家に篭っていた時期や「家
























































いたが、そこには「矢島（M）T」（M は本来の姓、T は Y さんの名前）と書かれていて、非常

































（2013 年 6 月、下線筆者）。
その人の生きていたところにいってみて、その武将に会いたい。誾千代に会いたいっていう
かたちにかわってきたんです。その人に会いたいっていうかたちに。本とかじゃあわからな


























早雲は名刑事になれると思いますよ。落としの早雲（Y さん 2013 年 6 月）。
現在消防士を務める Y さんだが、5 年前までは警察官をしており、刑事課に所属した時期もあ






































研究者としての Y さんではないのか。Y さんは「変身」によって、「知られない人々の歴史」に
とけ込み、自ら「本当の歴史」の体現者となる。しかし、その Y さんが「公式的見解」と対決
するとき、歴史研究は、まったくの政治的駆け引きと化してしまうのである。



















表 1　歴史研究についての Y さんの捉え方














































（4） 「戦国鍋 TV」は、筆者が監修を担当していた TV 番組で、TVK などで 2012 年まで放送されてい
た。戦国時代の歴史的出来事を「パロディ」化して、視聴者（若い女性も多い）に分かりやすく、
また面白く提示したことで成功を収めた。
（5） http://www.youtube.com/watch?v=OZYDUDz85R4 参照（2013 年 6 月 25 日最終閲覧）。














KOEI から 1997 年に発売されたアクションゲーム「三国無双」と類似する。






（10） 2012 年 12 月 22 日、取材で「御花」を訪れたさい、筆者は偶然 Y さんと出会った。この日は、
史料館企画のイラストコンテスト「わたしの誾千代姫」の表彰式があり、受賞者はじめ、全国
から熱心なファンが集まっていた。授賞式が終わったあと筆者は、Y さんとコンテスト受賞者
の T さん（女性）が、「御花」の立花寛茂社長と歓談する場面に同席させてもらった。
（11） 『光台山本覚寺瑞松院縁起』は、瑞松院が発行した少部数のパンフレットで、寺と矢島氏の歴史
について触れたもの。
（12） 関ヶ原の戦いの際、立花宗茂が敗北を予想しながらも、義によって西軍に味方したという話、
立花家が改易されたとき、領民が名残を惜しんで涙を流したという話、藩士たちがそんな宗茂
を助けようとお金を集めたという話などが、立花家をめぐる美談の代表である。
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